
技 

術 

情 

報 

赤
色
立
体
地
図
で
自
然
公
園
の
景
観
・
 

魅
力
を
探
る
 

ア
ジ
ア
航
測
株
式
会
社
東
北
イ
ン
フ
ラ
技
術
部
地
域
創
生
課
係
長
 
鈴

木

太

郎

 

目
的
と
コ
ン
セ
プ
ト
 

観
光
立
国
の
推
進
に
お
い
て
、
自
然
 

公
園
に
関
す
る
成
り
立
ち
や
魅
力
を
分
 

か
り
や
す
く
伝
え
る
こ
と
な
ど
が
求
め
 

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
地
域
資
 

源
を
可
視
化
し
、
ス
ト
ー
リ
ー
性
を
も
 

た
せ
て
発
信
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
。
 

当
社
が
開
発
し
た
赤
色
立
体
地
図
は
、
 

標
高
デ
ー
タ
か
ら
地
形
の
凹
凸
を
視
覚
 

的
に
表
現
し
た
地
図
で
、
近
年
は
防
災
 

分
野
だ
け
で
な
く
、
ジ
オ
パ
ー
ク
や
ビ
 

ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
等
で
の
地
形
解
説
展
 

示
や
、
メ
デ
ィ
ア
で
も
活
用
さ
れ
て
い
 

る
。
こ
こ
で
は
、
現
在
試
行
中
の
、
赤
 

色
立
体
地
図
を
活
用
し
た
W
e
b

コ
ン
 

テ
ン
ツ
を
紹
介
す
る
。
自
然
公
園
の
重
 

要
な
景
観
要
素
で
あ
る
地
形
を
視
覚
的
 

に
表
し
、
全
国
の
地
域
資
源
を
ス
ト
ー
 

リ
ー
性
を
も
た
せ
て
発
信
を
し
て
い
き
 

た
い
と
考
え
て
い
る
。
 

発
信
コ
ン
テ
ン
ツ
の
内
容
 

,
r
c
G
I
S
O
n
l
i
n
e
e
機
能
を
活
用
し
、
 

W
e
b
上
で
3
D
ビ
ュ
ー
ワ
や
記
事
を
 

作
成
・
発
信
・
閲
覧
で
き
る
技
術
を
生
 

か
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
実
験
的
に
展
開
し
 

て
い
る
。
 

こ
こ
で
は
、
以
下
四
つ
の
コ
ン
テ
ン
 

ツ
を
紹
介
す
る
。
是
非
Q
R

コ
ー
ド
か
 

ら
閲
覧
い
た
だ
き
た
い
。
な
お
、
い
ず
 

れ
も
赤
色
立
体
地
図
は
国
土
地
理
院
の
 

基
盤
地
図
情
報
五
m

・
一
〇
m

メ
ッ
、
ン
 

ュ
標
高
デ
ー
タ
か
ら
作
成
し
、
必
要
に
 

応
じ
て
地
理
院
タ
イ
ル
の
淡
色
地
図
を
 

重
ね
て
い
る
。
 

■
コ
ン
テ
ン
ッ
①
 

「
赤
色
立
体
地
図
で
楽
し
む
日
本
百
 

名
山
」
 

赤
色
立
体
地
図
を
重
ね
た
3
D
ビ
ュ
 

ー
ワ
上
に
て
、
日
本
百
名
山
を
紹
介
す
 

る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
成
し
た
。
な
お
、
 

3
D
ビ
ュ
ー
ワ
上
で
全
国
の
赤
色
立
体
 

地
図
を
閲
覧
で
き
る
サ
イ
ト
は
こ
れ
が
 

初
公
開
で
あ
る
。
 

こ
こ
で
は
、
日
本
百
名
山
の
地
形
の
 

凹
凸
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
 

画
面
上
の
各
百
名
山
の
紹
介
文
を
ス
ク
 

ロ
ー
ル
す
る
と
、
3
D

マ
ッ
プ
上
の
該
 

当
す
る
百
名
山
の
視
点
へ
連
動
し
て
ジ
 

ヤ
ン
プ
す
る
。
鳥
瞰
的
な
自
由
視
点
で
 

個
性
豊
か
な
名
峰
の
地
形
を
気
軽
に
楽
 

し
め
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
 

- 

ー→ ー％ニーーで二 

コンテンツ①「赤色立体地図で楽し 
む日本百名山」 

各百名山の特徴的な地形を、3D上 

の赤色立体地図で眺める 

雄fオスI 猫石 
【”回訪れたポイントJ 

, 

（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
P
c
両
方
に
 

対
応
し
て
い
る
。
日
本
百
名
山
の
コ
ン
 

テ
ン
ツ
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
よ
り
P
 

c
で
の
大
画
面
で
の
閲
覧
を
推
奨
）
。
 

■
コ
ン
テ
ン
ツ
②
 

「
磐
梯
山
ジ
オ
パ
ー
ク
『
地
質
の
日
 

ジ
オ
ツ
ア
ー
』
ニ
O

ニ
五
」
 

令
和
七
年
五
月
十
日
、
「
磐
梯
山
地
 

質
の
日
ジ
オ
ツ
ア
ー
」
 
に
お
い
て
、
磐
 

梯
山
ジ
オ
パ
ー
ク
と
連
携
し
「
磐
梯
山
 

の
岩
な
だ
れ
が
造
り
出
し
た
奇
岩
・
地
 

形
」
を
テ
ー
マ
に
ジ
オ
ツ
ア
ー
を
実
施
 

し
た
。
筆
者
も
案
内
人
の
一
人
を
務
め
、
 

磐
梯
山
山
麓
の
奇
岩
に
ま
つ
わ
る
伝
承
 

を
切
り
口
に
、
景
観
に
隠
さ
れ
た
磐
梯
 

山
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
成
り
立
ち
を
、
 

赤
色
立
体
地
図
で
解
き
明
か
す
ツ
ア
ー
 

，●」メスJ 描石 
=＝茅‘ち，詳蟠‘胤． 

‘ 一琳プ 
26加華面あ 

珪g沢岩なたれ増‘自物 

翼 、e
 

rii ．一一－ 

、－・春 
ノ 

脅 

コンテンツ②「磐梯山ジオパーク 

『地質の日ジオツアー』2025] 
ジオツアーの風景 
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を
行
っ
た
。
そ
の
内
容
を
、
＞
H
n
の
易
 

O
nlinee

ス
ト
ー
リ
ー
マ
ッ
プ
機
能
を
 

用
い
て
ま
と
め
た
。
 

■
コ
ン
テ
ン
ツ
③
 

「
地
形
の
目
で
巡
る
能
登
半
島
」
 

日
本
の
自
然
公
園
の
特
徴
と
し
て
、
 

そ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
景
観
の
背
景
に
 

は
、
大
規
模
な
自
然
災
害
の
発
生
が
関
 

わ
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
令
和
六
 

年
元
日
の
能
登
半
島
地
震
と
同
年
九
月
 

の
奥
能
登
豪
雨
が
つ
く
り
出
し
た
光
景
 

を
、
赤
色
立
体
地
図
を
手
に
鳥
瞰
的
な
 

視
点
で
視
察
し
、
気
付
き
を
ス
ト
ー
リ
 

ー
マ
ッ
プ
に
ま
と
め
た
。
 

能
登
半
島
の
東
側
の
内
浦
地
域
の
視
 

察
で
は
、
津
波
や
液
状
化
に
よ
る
被
害
 

ーーン・づ 

議 

曽々木海岸の糾面嵐譲 

風光軍“‘寺木’津に酒る馴 の鳳脱も賢bってい早した‘い叱るところが”1てい，す． 

また、建加’蝋も諏しい状況でした．言嘱を只い車T, 

コンテンツ③ 

「地形の目で巡る 

能登半島」 

被災地の風景を赤 

色立体地図と併せ 

て紹介 

が
色
濃
く
残
っ
て
お
り
、
平
野
部
や
埋
 

め
立
て
地
で
被
害
が
大
き
か
っ
た
こ
と
 

が
分
か
っ
た
。
ま
た
、
北
側
の
外
浦
地
 

域
で
は
、
海
岸
隆
起
や
斜
面
崩
壊
が
著
 

し
く
、
風
景
を
一
変
さ
せ
て
い
た
。
 

地
元
の
方
の
証
言
と
と
も
に
、
赤
色
 

立
体
地
図
や
当
社
撮
影
の
航
空
斜
め
写
 

真
な
ど
の
俯
瞰
視
点
と
併
せ
て
、
大
災
 

害
に
対
す
る
気
付
き
を
ま
と
め
た
。
 

■
コ
ン
テ
ン
ッ
④
 

「
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
を
歩
く
 

ー
岩
手
県
山
田
町
船
越
半
島
ー
」
 

三
陸
復
興
国
立
公
園
を
貫
く
「
み
ち
 

の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
」
。
そ
の
魅
力
を
 

発
信
す
べ
く
、
岩
手
県
山
田
町
船
越
半
 

島
区
間
を
歩
い
た
。
 コンテンツ④ 

「みちのく潮風ト 

レイルを歩く」 
リアスの海岸線や 

地形を紹介 

■

●

一

 

．

^

'

 

"
 

魯‘ 

さで ‘●に勾配が●つ＜なってき,',そ. 

'm ケ冒‘―什 

，かり推帆七，いぐ, まV. 

当
区
間
は
リ
ア
ス
海
岸
と
な
り
、
岬
 

か
 
ろ
 
が
た
け
 

先
端
の
標
高
五
〇
七
m

の
霞
露
ケ
岳
か
 

す
く
い
そ
 

ら
海
抜
〇
m

の
漉
磯
海
岸
ま
で

e
高
低
 

差
や
風
景
の
移
り
変
わ
り
を
楽
し
め
る
。
 

赤
色
立
体
地
図
で
見
る
と
、
起
伏
の
大
 

き
い
リ
ア
ス
の
半
島
を
周
遊
す
る
充
実
 

し
た
コ
ー
ス
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
 

当
コ
ー
ス
の
デ
イ
ハ
イ
ク
の
様
子
を
、
 

赤
色
立
体
地
図
と
景
観
写
真
を
連
動
さ
 

せ
た
ス
ト
ー
リ
ー
マ
ッ
プ
に
ま
と
め
た
。
 

念

旨

告

‘

 

当
社
の
赤
色
立
体
地
図
を
紹
介
す
る
 

広
報
ペ
ー
ジ
に
て
、
赤
色
立
体
地
図
の
 

コ
ン
テ
ン
ツ
サ
イ
ト
の
作
成
に
取
り
組
 

ん
で
い
る
。
現
在
、
上
記
の
コ
ン
テ
ン
 

ッ
①
の
 
「
日
本
百
名
山
」
を
第
一
弾
と
 

し
て
公
開
し
て
い
る
。
併
せ
て
、
自
然
 

公
園
の
成
り
立
ち
や
魅
力
を
伝
え
る
展
 

示
物
や
製
品
と
し
て
、
伊
豆
大
島
や
霧
 

島
、
立
山
等
の
例
を
紹
介
し
て
い
る
。
 

今
後
は
、
日
本
全
体
の
景
観
の
魅
力
 

や
気
付
き
を
紹
介
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
、
 

地
形
の
成
り
立
ち
、
歴
史
文
化
、
ジ
オ
 

パ
ー
ク
、
ト
レ
イ
ル
な
ど
、
多
様
な
切
 

り
口
で
シ
リ
ー
ズ
化
し
発
信
し
て
い
き
 

た
い
。
ま
た
、
全
国
の
国
立
公
園
や
ジ
 

オ
パ
ー
ク
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
な
ど
 

と
連
携
し
な
が
ら
、
景
観
・
魅
力
の
発
 

信
を
行
え
る
仕
組
み
作
り
を
目
指
し
た
 

・v
 

、
 

。
 当

サ
イ
ト
の
赤
色
立
体
地
図
コ
ン
テ
 

ン
ツ
の
画
像
利
用
や
商
用
利
用
を
ご
検
 

討
さ
れ
る
方
は
、
当
サ
イ
ト
「
た
つ
ろ
 

う
た
ろ
う
＋
イ
ガ
リ
の
推
し
の
赤
色
 

https
】
＼
＼
国
国
国
い
rri
ョ・
jp
＼
「
昌
o
seu
三
＼
」
 

の
ペ
ー
ジ
末
尾
か
ら
お
問
い
合
わ
せ
い
 

た
だ
き
た
い
。
 

議
 

驪 ●‘コ●●’"' 

鈴
木
 
太
郎
●
す
ず
き
 
た
ろ
う
 

国
立
公
園
の
利
用
計
画
や
地
方
自
治
体
の
地
 

域
活
性
化
業
務
に
携
わ
る
。
赤
色
立
体
地
図
 

で
地
域
資
源
を
掘
り
起
こ
し
発
信
す
る
取
り
 

組
み
を
進
行
中
。
 

赤色立体地図コンテンツサイト 
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